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関
ヶ
原
合
戦
の
前
段
階
、
濃
尾
平
野
で
は
激
し
い
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
、
東
軍
先
遣

隊
１

の
主
将
福
島
正
則
の
動
静
を
通
じ
て
、
竹
ヶ
鼻
城
籠
城
戦
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
う
。

　

一　

濃
州
関
ヶ
原
合
戦

　

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
関
ヶ
原
合
戦
直
前
の
お
よ
そ
一
ヶ
月
に
わ
た
り
、
美
濃
の
各
地
で
は
断
続
的
な

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
八
月
十
六
日
福
束
城
の
戦
い
、
二
十
二
日
木
曽
川
の
渡
河
戦
と
米
野
の
戦
い
、

竹
ヶ
鼻
城
の
戦
い
、
二
十
三
日
岐
阜
城
の
戦
い
、
河
渡
川
の
戦
い
、
九
月
一
日
の
郡
上
合
戦
、
九
月
十
四
日

杭
瀬
川
の
戦
い
と
各
地
で
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
最
終
的
に
九
月
十
五
日
の
関
ヶ
原
合
戦
を
迎
え
る
こ

と
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
さ
に
、
濃
州
関
ヶ
原
合
戦
が
展
開
し
た
の
で
あ
る
。２
（
別
図
参
照
）

　

同
年
八
月
中
旬
ま
で
、
家
康
を
始
め
と
す
る
東
軍
の
諸
将
に
と
っ
て
は
、
事
態
の
推
移
に
つ
い
て
疑
心

暗
鬼
の
状
態
が
続
い
て
い
た
。
な
か
で
も
最
大
の
不
安
要
素
と
し
て
、
福
島
正
則
の
存
在
が
あ
っ
た
。
福

島
は
豊
臣
政
権
を
支
え
た
股
肱
の
臣
と
し
て
、
豊
臣
秀
次
に
代
わ
っ
て
尾
張
を
任
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
動

静
は
東
西
両
軍
に
と
っ
て
注
視
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　

二　

清
須
軍
議

　

八
月
十
九
日
福
島
正
則
の
居
城
清
須
城
に
、
東
軍
先
遣
隊
諸
将
と
家
康
か
ら
の
使
者
村
越
直
吉
が
集
ま

り
、
軍
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
軍
議
の
場
に
は
、
家
康
の
四
男
松
平
忠
吉
を
大
将
と
し
、
井
伊
直
政
、
本

多
忠
勝
が
付
け
ら
れ
た
徳
川
軍
の
先
遣
隊
は
ま
だ
到
着
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
家
康
本
隊
の
到
着
を
待
た

ず
、
東
軍
先
遣
隊
の
み
で
岐
阜
城
攻
撃
を
お
こ
な
う
こ
と
が
決
定
す
る
。
黒
田
長
政
は
現
地
に
未
着
の
井

伊
直
政
・
本
多
忠
勝
に
宛
て
、
軍
議
の
結
果
と
と
も
に
「
天
下
之
勝
負
川
越
ニ
相
究
候
」３
と
の
見
立
て
と

と
も
に
、
両
者
の
着
陣
を
促
す
文
書
を
送
っ
て
い
る
。
一
方
、
村
越
か
ら
こ
の
報
告
を
受
け
た
家
康
は
即
刻

伊
達
政
宗
に
書
状
を
送
る
な
か
で
「
彼
表
左
衛
門
大
夫
（
注 

福
島
正
則
）
丈
夫
御
座
候
」４
と
記
し
て
お
り
、

こ
の
軍
議
の
結
果
か
ら
よ
う
や
く
福
島
の
意
思
が
揺
ら
が
な
い
と
い
う
確
信
を
得
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

翌
二
十
日
松
平
忠
吉
ら
の
到
着
を
待
っ
て
改
め
て
軍
議
が
開
か
れ
た
。
こ
の
場
で
、
木
曽
川
の
川
上
、

河
田
か
ら
攻
め
込
む
池
田
照
政
（
輝
政
）
ら
約
二
万
一
千
と
、
川
下
の
萩
原
・
起
か
ら
攻
め
る
福
島
正
則

ら
約
一
万
九
千
の
軍
勢
５

、
ま
た
犬
山
城
の
押
さ
え
と
し
て
中
村
一
忠
が
置
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

川
上
か
ら
渡
河
す
る
一
隊
の
中
心
は
池
田
照
政
で
あ
り
、
以
下
浅
野
幸
長
・
山
内
一
豊
・
池
田
長
吉
・
有

馬
豊
氏
・
堀
尾
忠
氏
・
一
柳
直
盛
ら
主
に
東
海
道
筋
の
諸
将
が
付
け
ら
れ
た
。６
池
田
家
は
織
田
・
豊
臣
家

と
親
密
な
関
係
で
あ
り
、
照
政
は
家
康
娘
（
次
女
督
姫
）
婿
と
し
て
、
徳
川
家
と
も
近
い
関
係
で
も
あ
り

家
康
の
厚
い
信
頼
を
得
て
い
た
。

　

川
下
か
ら
渡
河
す
る
一
隊
の
中
心
は
福
島
正
則
で
、
以
下
加
藤
嘉
明
・
細
川
忠
興
・
黒
田
長
政
・
藤
堂
高
虎
・

生
駒
一
正
ら
主
と
し
て
西
国
筋
の
諸
将
が
付
け
ら
れ
た
。
中
で
も
黒
田
長
政
・
藤
堂
高
虎
と
い
っ
た
家
康

に
近
い
武
将
に
加
え
、
軍
目
付
と
し
て
井
伊
直
政
、
本
多
忠
勝
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
正
則
の
動
静
に
対

す
る
家
康
の
深
い
配
慮
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
東
西
両
勢
力
の
間
で
対
応
に
苦
慮
し
た
岐
阜
中
納
言
織
田
秀
信
は
、
結
局
西
軍
に
与
し
た
た
め

美
濃
の
諸
将
の
大
半
は
西
軍
と
し
て
、
大
垣
城
、
竹
ヶ
鼻
城
、
岐
阜
城
、
犬
山
城
を
結
ぶ
木
曽
川
で
の
防

衛
線
を
引
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

東
軍
の
軍
勢
の
配
置
理
由
に
つ
い
て
は
『
池
田
家
履
歴
略
記
』７
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

�（
前
略
）
か
ヽ
る
処
に
正
則
申
し
け
る
は
、
河
田
の
渉
に
而
岐
阜
に
近
く
、
尾
越
は
船
渡
に
て
岐
阜
へ

遠
し
、
然
は
川
上
河
田
の
渉
を
他
人
に
ゆ
つ
り
か
た
し
と
諍
論
あ
る
、
井
伊
・
本
多
の
答
に
、
御
領

知
敵
国
と
さ
か
ひ
た
れ
は
尾
越
川
に
舟
筏
を
組
ん
で
渡
り
給
は
ん
も
安
し
、
三
左
衛
門
殿
は
御
領
国

へ
た
ヽ
り
地
形
を
も
御
覚
悟
な
き
事
な
れ
は
三
左
衛
門
殿
を
川
上
に
差
向
け
玉
ひ
、
其
元
川
下
を
御
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渡
り
あ
ら
は
内
府
祝
着
た
ら
ん
と
有
け
れ
は
、
正
則
其
議
承
引
あ
り
、
然
ら
は
此
方
の
諸
軍
川
を
渡

り
敵
地
に
て
狼
烟
を
あ
く
へ
し
（
後
略
）

　

岐
阜
へ
の
攻
略
経
路
に
つ
い
て
は
、
福
島
・
池
田
と
も
に
最
短
で
徒
渉
り
の
で
き
る
河
田
ル
ー
ト
を
希

望
し
、
譲
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
井
伊
・
本
多
が
仲
裁
を
お
こ
な
い
、
清
須
を
居
城
と
し
て
地
の
利
が

あ
る
福
島
に
川
下
の
尾
越
渡
へ
の
攻
略
ル
ー
ト
の
変
更
を
求
め
た
。
福
島
は
条
件
と
し
て
自
軍
の
木
曽
川

渡
河
完
了
時
に
狼
煙
を
あ
げ
、
そ
れ
を
合
図
に
河
田
ル
ー
ト
も
渡
河
を
始
め
る
よ
う
求
め
了
承
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
東
軍
先
遣
隊
に
よ
る
木
曽
川
渡
河
戦
の
計
画
が
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

福
島
・
池
田
ら
東
軍
先
遣
隊
が
清
須
に
到
着
し
て
か
ら
も
、
家
康
に
は
西
上
す
る
様
子
が
な
く
、
四
男

松
平
忠
吉
ら
の
到
着
も
遅
れ
た
こ
と
か
ら
福
島
正
則
は
不
満
を
募
ら
せ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
豊
臣
政
権

の
内
部
対
立
に
家
康
は
関
与
せ
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
自
分
た
ち
は
捨
て
駒
に
さ
れ
る
の
で
は
と
い
っ
た
焦

燥
感
８

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
家
康
と
の
関
係
が
深
い
照
政
と
は
高
い
緊
張
関
係
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
降
、
美
濃
で
の
戦
い
は
東
軍
内
部
で
の
池
田
照
政
・
福
島
正
則
両
者
の
対
立
の
危
険
性
を
は
ら
み
な
が
ら
、

推
移
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

三　

竹
ヶ
鼻
城
の
戦
い

　

こ
の
戦
い
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、『
慶
長
軍
記
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

濃
州
竹
鼻
落
城
事(

六
ー
七)

　

�

偖
又
先
手
衆
ハ
、
八
月
廿
二
日
卯
ノ
刻
打
立
テ
、
萩
原
エ
押
シ
向
。
人
々
ハ
、
羽
柴
左
衛
門
大
夫
・
羽

柴
越
中
守
・
加
藤
左
馬
助
・ 

黒
田
甲
斐
守
・
藤
堂
佐
渡
守
・
京
極
修
理
大
夫
・
田
中
兵
部
大
輔
・
生
駒

讃
岐
守
・
寺
沢
志
摩
守
・
桑
山
伊
賀
守
・
蜂
須
加
長
門
守
・
井
伊
兵
部
少
輔
・
本
多
中
務
大
輔
也
。
竹

鼻
ノ
城
主
杉
浦
五
左
衛
門
加
勢
ニ
ハ
、
島
津
中
務 

是
ハ
兵
庫
頭　
　

甥
也
、
加
勢
ニ
来
ル

是
ハ
兵
庫
頭
ノ
甥
也
・
毛
利
掃
部
頭
・
梶

川
三
十
郎
・
花
村
半
左
衛
門
等
ハ
、
小
越
ノ
川
ノ
西
シ
ニ
芝
土
居
ヲ
付
、
柵
ヲ
フ
リ
、
大
箇
（
マ
ゝ
）

小
筒

ヲ
立
並
へ
放
懸
ル
故
ニ
、
小
越
無
左
渡
人
ナ
シ
。
爰
ニ
藤
堂
佐
渡
守
、
人
数
ラ
川
下
ニ
押
廻
セ
ハ
、
黒
田

甲
斐
守
・
田
中
兵
部
大
輔
・
生
駒
讃
岐
守
、
桑
山
伊
賀
守
続
ヒ
テ
行
。 

加
賀
野
井
村
ヨ
リ
一
文
字
ニ
川

ラ
越
ラ
見
テ
、
不
叶
ト
ャ
思
ヒ
ケ
ン
、
竹
鼻
城
エ
引
取
リ
ケ
ル
。
島
津
中
務
ハ
自
是
大
垣
エ
引
退
ク
。
又

島
津
兵
庫
頭
ハ
、
中
務
ヲ
助
ン
ト
テ 

大
垣
テ
押
出
ス
。
石
田
云
、「
只
今
中
書
是
エ
可
被
参
。
今
少
見

合
セ
給
へ
」
ト
云
。
兵
庫
云
、「
イ
ヤ
ト
ヨ
、
中
務
ラ
棄
殺
テ
ハ
末
代
ニ
至
テ
モ
家
ノ
恥
也
」
ト
、
駒
ラ

早
メ
テ
出
ケ
ル
ガ
、
州
俣
川
ヲ
渡
ケ
レ
ハ
中
書
ニ
行
会
、
打
連
テ
大
垣
エ
引
入
ケ
ル
。

　

�

サ
テ
竹
鼻
城
中
ニ
ハ 

、
本
丸
ニ
杉
浦
五
左
衛
門
・
二
丸
毛
利
掃
部
・
梶
川
三
十
郎
・
花
村
半
左
衛
門
在

リ
ケ
ル
カ
、 

羽
柴
左
衛
門
大
夫
・
長
岡
越
中
守
・
加
藤
左
馬
助
・
京
極
修
理
大
夫
ハ
、
河
ヲ
越
テ
竹
鼻

城
エ
押
寄
ル
ト
ヒ
ト
シ
ク
、
ヒ
シ
ヒ
シ
ト
打
囲
テ
、
弓
鉄
炮
テ
打
懸
ル
。
毛
利
掃
部
・
梶
川
三
十
郎
ハ
、

正
則
ト
久
敷
交
語
ナ
レ
ハ 

「
降
参
仕
レ
」 

ト
申
遣
ケ
レ
ハ
、
早
速
同
心
シ
テ
城
ラ
開
渡
ス
。
本
丸
城
主

杉
浦
是
ラ
見
テ
、 

「
臆
病
ナ
ル
者
共
哉
。
人
間
五
十
年
ト
云
ズ
ャ
。
侍
ノ
道
ラ
守
テ
死
コ
ソ
本
意
ナ
レ
」 

ト
、
弥
々
士
卒
ニ
下
知
シ
テ
、
爰
ラ
専
ト
防
キ
ケ
ル
。
纔
カ
ニ
卅
五
・
六
人
ノ
者
共
、 

ア
ナ
タ
コ
ナ
タ
エ

走
リ
廻
リ
、
城
ラ
乗
レ
シ
ト
稼
ギ
ケ
レ
ト
モ
、
数
万
ノ
寄
手
、
弥
カ
上
ニ
成
テ
乗
入
ケ
レ
ハ
、
蒼
海
ノ
一

蠡
測
ル
ニ
所
ナ
ク
、
城
ノ
兵
一
人
モ
不
残
討
死
ス
。
杉
浦
モ
、
今
ハ
不
叶
ト
ャ
思
テ
、
自
城
ニ
火
ラ
カ
ケ

テ
、
腹
掻
切 

テ
伏
ニ
ケ
ル
。 

「
天
晴
猛
キ
武
士
哉
」 

ト
、
惜
マ
ヌ
人
ハ
勿
リ
ケ
リ
。
是
レ
ョ
リ
寄
手
衆

ハ
近
辺
ラ
放
火
シ
テ
、
大
良
堤
ニ
陣
テ
取
ル
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
福
島
ら
の
諸
将
は
、
二
十
二
日
９

、
萩
原
の
渡
で
萩
原
川
（
古
川
・
日
光
川
）
を
越
え
、

尾
越
の
渡
し
で
木
曽
川
を
越
え
よ
う
と
し
た
が
、
竹
鼻
城
主
杉
浦
重
勝
ら
は
西
岸
に
芝
土
居
や
柵
を
設
け

大
筒
・
小
筒
を
並
べ
打
ち
か
け
て
き
た
た
め
下
流
の
加
賀
野
井
へ
迂
回
し
渡
河
、
美
濃
に
侵
入
し
た
。
渡

河
の
阻
止
に
失
敗
し
た
杉
浦
ら
は
竹
ヶ
鼻
城
へ
籠
城
し
た
が
、
加
勢
の
島
津
豊
久
は
大
垣
へ
退
転
、
二
ノ

丸
を
守
備
し
た
毛
利
広
盛
・
梶
川
三
十
郎
ら
は
か
ね
て
交
誼
の
あ
っ
た
福
島
正
則
に
降
伏
し
た
。
残
さ
れ

た
城
主
杉
浦
重
勝
は
本
丸
に
て
壮
烈
な
自
決
を
遂
げ
た
と
さ
れ
る
。

　

渡
河
地
点
と
な
っ
た
加
賀
野
井
城
主
加
賀
野
井
重
望
は
そ
の
一
月
前
の
七
月
十
九
日
、
三
河
国
池
鯉
鮒

に
滞
在
。
同
地
で
三
河
刈
谷
城
主
水
野
忠
重
が
浜
松
か
ら
越
前
府
中
の
新
領
に
帰
る
堀
尾
吉
晴
を
歓
待
し

山田　昭彦
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て
酒
宴
を
催
し
た
際
、
同
席
し
た
が
口
論
に
な
っ
て
忠
重
を
殺
害
、
重
望
自
身
も
堀
尾
に
よ
っ
て
返
り
討

ち
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
加
賀
野
井
へ
の
渡
河
は
地
元
の
城
主
不
在
の
隙
を
つ
い
た
作
戦
で
も
あ
っ

た
。

　

『
慶
長
軍
記
』
は
寛
文
年
間
に
伊
勢
久
居
藩
士
で
兵
法
家
で
も
あ
っ
た
植
木
悦
が
ま
と
め
た
も
の
で
、関
ヶ

原
合
戦
を
主
題
に
し
た
軍
記
物
の
嚆
矢
で
あ
り
、『
関
ヶ
原
軍
記
大
成
』
や
『
美
濃
雑
事
記
』・『
慶
長
五

年
岐
阜
軍
記
』
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
書
物
に
も
広
く
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
福

島
ら
が
渡
河
の
後
に
展
開
し
た
と
さ
れ
る
竹
ヶ
鼻
城
の
戦
い
に
関
し
て
一
次
資
料
で
確
認
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

福
島
ら
の
木
曽
川
越
の
戦
い
を
記
し
た
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
文
書
が
確
認
で
き
る
。

　

Ａ
福
島
正
則
書
状
写

　
　

��

急
度
致
言
上
候
、
一
昨
日
廿
二
日
は
き
わ
う
・
お
こ
し
舟
二
而
我
等
為
先
手
相
越
、

　
　

か
し
の
い
・
竹
か
は
な
近
辺
令
放
火
、
翌
日
未
明
ニ
岐
阜
江
押
懸
、
即
時
ニ
町
追
破
、

　
　

す
い
り
ゅ
う
し
ニ
丸
三
ツ
御
座
候
、
弐
ツ
其
外
二
三
ノ
丸
悉
く
乗
崩
、（
中
略
）

　
　
　

次
城
責
申
候
刻
、
う
し
ろ
つ
め
心
ニ
石
治
部
者
か
う
と
河
向
ま
て
罷
出
候
処
、

　
　
　

黒
田
甲
斐
守
・
藤
堂
佐
渡
守
ら
向
川
を
こ
し
一
戦
ニ
及
、
追
崩
数
多
討
捕
候
由
候
、

　
　
　

定
而
様
子
直
ニ
可
被
申
上
候
、
今
日
各
相
談
仕
明
日
佐
和
山
表
江
相
勤
、

　
　
　

重
而
御
吉
左
右
可
申
上
候
、
恐
惶
謹
言
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
柴
左
衛
門
大
夫

　
　
　
　

八
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
則
判

　
　
　
　
　
　

羽
三
州
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
御
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（「
福
島
家
譜
」）

　

Ｂ
徳
川
家
康
書
状
写

　
　

急
度
申
入
候
、
仍
去
廿
一
（
二
ヵ
）

日
萩
原
渡
・
同
小
越
ヲ
被
取
越
之
由
候
、

　
　

殊
翌
日
岐
阜
江
可
被
相
働
之
由
、
井
伊
兵
部
少
輔
・
本
多
中
務
申
越
候
、

　
　

尤
存
候
、
其
元
何
や
う
に
も
御
相
談
無
越
度
様
御
行
肝
要
ニ
候
、
出
馬
之
儀
茂

　
　

聊
無
油
断
候
間
、
可
御
心
安
候
、
猶
追
々
御
吉
左
右
待
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　

八
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
康　

判

　
　
　
　
　
　
　
　

清
須
侍
従
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
侍
従
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野
左
京
大
夫
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田
甲
斐
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
左
馬
助
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

丹
後
宰
相
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

「
松
雲
公
採
集
遺
編
類
編
纂
」)

　

ま
た
、
太
田
牛
一
（
一
六
一
三
年
歿
）
の
『
太
田
和
泉
守
記
』
に
は
次
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　
　

�

八
月
廿
一
日
福
島
左
衛
門
大
夫　

萩
原
の
渡
り
打
越
、
西
美
濃
よ
り
打
廻
の
足
軽
を
出
し
候
、
追
払

お
こ
し
の
渡
り
打
越
、
大
良
近
辺
焼
払
、
其
夜
者
大
良
の
堤
に
て
夜
を
明
し
、

　
　

�

八
月
廿
二
日　

払
暁
、
に
茜
部
を
打
越
、
岐
阜
近
所
に
陣
を
取
、
犬
山
口
推
の
事
、
駿
河
衆
・
遠
江

衆
さ
し
向
ら
れ
、
池
田
三
左
衛
門
萩
原
口
相
図
の
煙
を
見
て
河
田
の
渡
り
被
乗
渡
、
爰
に
て
一
柳
監

物
先
陣
也
（
後
略
）

　

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
先
ず
、
福
島
正
則
ら
の
川
下
を
渡
河
す
る
一
隊
は
二
十
二
日
、
萩
原
の
渡

で
萩
原
川
（
古
川
・
日
光
川
）
を
越
え
、
西
美
濃
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
足
軽
隊
を
追
払
っ
た
う
え
で
尾

越
の
渡
し
で
木
曽
川
を
越
え
、
美
濃
に
侵
入
し
、
加
賀
野
井
・
竹
ヶ
鼻
近
辺
に
放
火
し
、
長
良
川
堤
（
大

良
＝
大
浦
）
に
て
夜
を
明
か
し
、
夜
明
け
に
岐
阜
近
郊
に
移
動
し
た
こ
と
に
な
る
。

濃州関ヶ原合戦の展開：竹ヶ鼻城の戦いと福島正則

( 3 )



　

ま
た
、
尾
張
衆
と
し
て
参
陣
し
て
い
た
生
駒
宗
直
（
利
豊
）
の
記
録
に
次
の
よ
う
な
内
容
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　

（
前
略
）
一
其
後
、
岐
阜
陣
に
て
取
懸
候
時
、
右
之
清
洲
籠
城
之
輩
其
外
尾
張
衆
一
所
に
小
越
の

川
越
し
致
候
砌
、
隼
人
儀
ハ
兼
て
心
得
、
先
方
よ
り
川
江
人
遺
し
置
船
を
取
置
候
故
、
川
に
至

り
人
先
江
越
申
、
一
番
に
向
江
上
り
申
由
ニ
候
、
竹
ヶ
鼻
邊
ハ
皆
敵
勢
見
え
申
候
へ
ど
も
、
そ

れ
ハ
一
戦
も
無
之
か
ま
い
不
申
、
岐
阜
江
取
懸
り
申
候
、（
後
略
）10

　

こ
こ
に
は
、
福
島
正
則
の
麾
下
で
戦
っ
た
尾
張
衆
・
生
駒
宗
直
が
後
年
に
な
っ
て
叙
述
し
た
も
の
で
当

事
者
と
し
て
、
清
須
城
の
籠
城
を
経
て
木
曽
川
の
川
越
に
お
け
る
船
調
達
に
活
躍
し
た
と
い
っ
た
内
容
が

克
明
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、
竹
ヶ
鼻
城
で
の
戦
い
は
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
福
島
正
則
や
行
動
を
共
に
し
た
武
将
の
記
録
・
文
書

11

を
み
て
も
、
福
島
ら
川
下
か
ら
木

曽
川
を
渡
っ
た
諸
将
が
渡
河
先
の
美
濃
の
地
で
大
き
な
戦
果
を
得
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
一
方
池
田
照
政
ら
は
、
二
十
二
日
木
曽
川
の
渡
河
に
成
功
し
た
う
え
、
米
野
・
新
加
納
の
戦
い
で
、

織
田
秀
信
勢
の
主
力
部
隊
を
撃
破
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
岐
阜
城
へ
と
迫
る
状
況
に
あ
っ
た
。

Ⅽ
池
田
輝
政
宛
徳
川
家
康
書
状

　

去
廿
二
日
之
御
注
進
状
、
今
廿
六
午
刻
参
着
候�

�

其
元
川
表
相
抱
候
處
ニ
、

　

被
及
一
戦
数
千
人
被
討
捕
、
岐
阜
へ
被
追
付
之
由
、
誠
心
地
能
儀
共
候
、

　

弥
各
被
相
談
御
行
、
御
吉
左
右
待
入
候
、
恐
々
謹
言

　

八
月
廿
六
日　

家
康
（
花
押
）

　
　
　
　

吉
田
侍
従
殿

　

二
十
二
日
川
上
か
ら
木
曽
川
を
渡
河
し
た
池
田
照
政
ら
は
勝
利
を
収
め
た
。
そ
の
た
め
、
家
康
は
返
信

と
し
て
Ｃ
の
書
状
を
池
田
照
政
宛
に
送
る
と
と
も
に
、同
様
の
書
状
を
Ⅾ
堀
尾
忠
氏
・
池
田
長
吉
・
一
柳
直
盛
・

山
内
一
豊
・
有
馬
豊
氏
・
松
下
重
綱
・
浅
野
幸
長
宛
（
照
政
と
と
も
に
川
上
を
渡
河
し
た
武
将
た
ち
）　

Ｅ

井
伊
直
政
・
本
多
忠
勝
宛
（
Ｃ
・
Ⅾ
と
と
も
に
渡
河
し
て
い
な
い
が
先
遣
隊
の
軍
監
と
し
て
）
に
そ
れ
ぞ

れ
発
給
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
福
島
正
則
に
対
し
て
は
家
康
か
ら
次
の
書
状
が
送
ら
れ
て
い
る
。

Ｆ
福
島
正
則
宛
徳
川
家
康
書
状

　

去
廿
二
日
之
御
注
進
状
今
廿
六
午
刻
参
着
候�

�

其
元
川
表
相
抱
候
処
、

　

被
及
一
戦
数
人
被
討
捕
、
岐
阜
へ
被
追
付
候
由
、
誠
心
地
能
儀
共
ニ
候
、

　

弥
各
被
相
談
御
行
之
吉
左
右
待
入
候
、
恐
々
謹
言

　

八
月
廿
六
日　

家
康
（
花
押
）

　
　
　
　

清
須
侍
従
殿

　

Ｆ
の
文
中
の
「
数
人
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
Ⅽ
～
Ｅ
の
文
書
に
倣
い
「
千
」
の
脱
字
で
あ
り
、
Ｃ
・
Ｄ
・

Ｅ
と
同
一
内
容
の
文
書
と
さ
れ
て
き
た10

。

　

し
か
し
、
川
上
渡
河
戦
の
勝
利
に
つ
い
て
、
福
島
正
則
は
関
与
し
て
お
ら
ず
開
戦
の
経
緯
を
含
め
許
し

難
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。
家
康
は
福
島
の
つ
な
ぎ
止
め
に
腐
心
し
て
お
り
、
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
と
同
文
の
文
書
を

福
島
に
送
る
こ
と
の
危
険
性
は
十
分
に
分
か
っ
て
い
た
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
文
書
は
『
太
田
和

泉
守
記
』
に
み
ら
れ
る
「
西
美
濃
よ
り
打
廻
の
足
軽
を
出
し
候
、
追
払
」
を
指
し
、
本
来
の
文
書
の
表
現

の
通
り
戦
果
は
「
数
人
」
と
解
す
る
と
い
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

結
果
と
し
て
、
織
田
方
の
布
陣
は
、
河
田
ル
ー
ト
に
そ
の
主
力
が
お
か
れ
て
お
り
、
竹
ヶ
鼻
城
を
拠
点

と
し
た
尾
越
ル
ー
ト
に
織
田
方
の
配
置
が
あ
っ
た
と
し
て
も
手
薄
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、
木
曽
川
の
渡
河
に
関
し
て
福
島
方
は
華
々
し
い
戦
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
次
の
二
つ
の
資
料
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

　

○
八
月
廿
四
日
付
浅
野
長
政
宛
福
島
正
則
書
状

　
　
　
　
　

以
上

　

遠
路
御
状
忝
拝
見
仕
候
、
爰
元
之
様
子
羽
三
左
殿
・
左
京
殿
申
談
候
、
随
而
一
昨
日
廿
二
日
ニ
三
左
衛

門
殿
・
左
京
殿
・
遠
州
衆
川
越
在
之
処
ニ
、
岐
阜
衆
少
々
罷
出
候
を
被
及
一
戦
被
追
崩
候
、
手
柄
共
ニ
候

　

（
以
下
略
）

10

11

12

山田　昭彦
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こ
の
書
状
で
は
、
廿
二
日
長
政
の
子
息
左
京
殿
（
幸
長
）
の
活
躍
を
称
賛
し
つ
つ
、「
岐
阜
衆
少
々
」
と
表

現
し
戦
い
に
つ
い
て
は
大
き
く
は
評
価
し
な
い
と
い
っ
た
姿
勢
が
窺
え
る
。

○
『
寛
永
諸
家
系
図
傳
』「
清
和
源
氏
頼
光
流　

丁
一　

池
田
」

　

輝
政
慶
長
五
年
八
月
廿
二
日
の
中
に
「
晩
有
明
日
可
攻
落
岐
阜
之
評
定
正
則
今
日
空
手
而
明
日
大
手
一

人
可
攻
之
両
奉
行
井
伊
本
多
同
其
議
」
と
い
っ
た
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
廿
二
日
に
成
果
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
「
空
手
」
と
表
し
て
お
り
強
い
憤
り
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
中
、
福
島
正
則

ら
が
、
竹
ヶ
鼻
城
の
包
囲
戦
に
注
力
す
る
こ
と
は
池
田
照
政
の
岐
阜
城
攻
撃
の
後
塵
を
拝
す
る
恐
れ
が
高

い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

福
島
ら
は
、
大
良
（
大
浦
）
近
辺
を
焼
き
払
っ
た
う
え
で
そ
の
堤
に
て
夜
を
明
し
、
二
十
二
日
払
暁
に

茜
部
を
越
え
、
岐
阜
近
所
に
陣
を
取
っ
た
こ
と
か
ら
、11
竹
ヶ
鼻
城
の
攻
略
は
行
わ
ず
、
岐
阜
城
の
攻
略

や
岐
阜
城
の
後
巻
（
後
方
支
援
）
へ
の
対
応
を
最
優
先
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
清
須
評
定
に
関

す
る
『
池
田
家
履
歴
略
記
』
の
な
か
に
、「
正
則
か
さ
ね
て
議
せ
ら
る
ヽ
は
、
犬
山
・
竹
鼻
を
せ
め
破
る
と

も
岐
阜
の
城
容
易
に
陥
る
へ
き
に
あ
ら
す
、
然
れ
は
先
す
み
や
か
に
岐
阜
を
屠
ら
ん
に
は
其
余
の
皆
落
降

る
へ
し
、
犬
山
を
攻
る
と
号
し
直
に
岐
阜
表
に
軍
勢
を
す
ヽ
め
可
然
か
と
あ
る
に
、
各
此
議
に
同
意
あ
る
」

と
あ
る
。
東
軍
先
遣
隊
の
諸
将
に
と
っ
て
岐
阜
城
の
攻
略
が
最
優
先
課
題
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
内
部

へ
の
調
略
を
進
め
つ
つ
中
村
一
忠
・
一
栄
を
そ
の
押
さ
え
と
し
た
犬
山
城
へ
の
対
応
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

そ
れ
で
は
、
竹
ヶ
鼻
城
の
攻
防
戦
は
全
く
の
虚
構
で
あ
る
の
か
、
筆
者
は
そ
の
立
場
は
と
ら
な
い
。
そ

れ
は
、
竹
ヶ
鼻
城
に
籠
城
し
た
と
さ
れ
る
武
将
の
記
録
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

（
一
）　

毛
利
家
系
図

竹
ヶ
鼻
城
に
籠
城
し
た
副
将
毛
利
広
次
の
子
孫
に
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
系
図
に
次
の
記
述
が
あ
る
。12

（
前
略
）

　
　

�

其
頃
竹
ヶ
鼻
之
城
ニ
楯
篭
杉
浦
五
左
衛
門
ヲ
責
討
旨
福
嶋
左
衛
門
大
夫
ヨ
リ
伃
之
旨
承
テ
毛
利
広
次

等
赤
目
ノ
横
井
伊
織
介
且
福
嶋
ヨ
リ
為
検
使
家
士
増
嶋
源
次
相
供
ニ
押
寄
攻
戦

　
　

（
中
略
）

　
　

右
五
左
衛
門
落
城
之
段
廣
次
関
ヶ
原
ニ
馳
行
而
福
嶋
左
衛
門
池
田
三
左
衛
門
を
以

　
　

家
康
公
に
御
目
見
仕
也

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
竹
ヶ
鼻
城
の
攻
略
に
は
、
福
島
正
則
家
中
の
増
嶋
源
次
が
「
検
士
」
と
な
り
、
横
目

城
主
横
井
伊
織
介
に
竹
ヶ
鼻
城
副
将
毛
利
広
次
が
加
わ
っ
た
。
落
城
後
、
福
島
正
則
、
池
田
照
政
の
仲
介

で
関
ヶ
原
に
て
家
康
へ
の
お
目
見
え
を
か
な
え
た
と
さ
れ
る
。

　

竹
ヶ
鼻
城
に
お
け
る
毛
利
氏
の
直
接
的
な
動
向
に
つ
い
て
は
、
一
次
資
料
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
こ
の

直
後
の
慶
長
五
年
霜
月
二
十
五
日
付
で
家
康
の
直
臣
間
宮
彦
次
郎
（
直
元
）
か
ら
知
行
目
録
が
毛
利
掃
部

助
（
広
盛
）
宛
に
発
給
さ
れ
、
石
田
村
一
枝
共
・
大
須
村
・
八
神
村
・
城
屋
敷
村
・
東
方
村
（
現
羽
島
市
）

で
三
千
五
拾
六
石
余
が
安
堵
さ
れ
て
い
る

15

。
毛
利
家
は
そ
の
後
尾
張
徳
川
家
の
家
臣
団
に
付
け
ら
れ
て

お
り
、「
毛
利
家
系
図
」
と
の
間
で
矛
盾
は
な
い
。

　

（
二
）　

花
村
氏
伝

同
じ
く
竹
ヶ
鼻
城
に
籠
城
し
た
副
将
と
さ
れ
る
花
村
家
に
伝
え
ら
れ
た
家
伝
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

花
村
氏
は
、
斎
藤
氏
の
枝
流
加
賀
江
氏
の
嫡
で
あ
っ
た
花
村
修
理
亮
か
ら
孫
の
花
村
半
左
衛
門
へ
と
続
い

た
。
半
左
衛
門
は
、
岐
阜
城
主
織
田
秀
信
の
家
臣
で
あ
っ
た
竹
ヶ
鼻
城
主
の
も
と
で
、
慶
長
五
年
八
月
西

軍
と
し
て
戦
い
、
竹
ヶ
鼻
城
の
落
城
と
と
も
に
大
浦
村
（
葉
栗
郡
）
の
聖
徳
寺
へ
と
逃
れ
た
。
そ
の
後
本

郷
村
に
移
り
住
み
同
村
の
開
発
百
姓
と
し
て
地
歩
を
刻
み
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
本
郷
村
の
庄
屋
を
務
め

た
14

。

　

（
一
）・（
二
）
の
資
料
か
ら
は
、
竹
ヶ
鼻
城
の
副
将
の
う
ち
福
島
正
則
と
通
じ
て
い
た
と
さ
れ
る
毛
利
広

次
は
、
戦
後
徳
川
家
康
の
家
来
間
宮
直
元
か
ら
所
領
を
安
堵
さ
れ
、
の
ち
尾
張
徳
川
家
に
仕
え
る
こ
と
と

な
る
。
一
方
、花
村
半
左
衛
門
は
そ
う
し
た
手
立
て
を
も
た
ぬ
ま
ま
敗
将
と
な
っ
た
た
め
、地
元
本
郷
村
（
葉

栗
郡
）
の
開
発
百
姓
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、（
一
）・（
二
）
と
も
に
家
の
系
譜
に
関

13

14

15

16

濃州関ヶ原合戦の展開：竹ヶ鼻城の戦いと福島正則

( 5 )



わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
（
一
）
知
行
安
堵
状
か
ら
そ
の
系
譜
の
内
容
に
つ
い
て
裏
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

（
三
）
杉
浦
氏

　

最
後
に
、
竹
ヶ
鼻
城
主
杉
浦
五
左
衛
門
定
元
と
そ
の
子
孫
に
つ
い
て
追
う
こ
と
と
す
る
。『
慶
長
軍
記
』

を
は
じ
め
と
す
る
軍
記
で
は
城
主
五
左
衛
門
定
元
と
次
男
・
定
孝
壮
烈
な
戦
死
を
遂
げ
た
と
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
定
元
の
長
男
定
政
は
徳
川
家
臣
伊
奈
氏
の
家
臣
と
な
り
、
武
蔵
か
ら
下
総
の
地
で
暮
ら
し
た
。

こ
れ
は
定
政
の
妻
が
、
伊
奈
忠
次
の
妻
の
妹
で
あ
り
、
忠
次
と
定
政
は
合
婿
（
深
津
弥
右
衛
門
の
婿
）
の

間
柄
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
関
係
か
ら
定
政
は
忠
次
の
招
き
に
よ
り
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）

関
東
に
下
っ
て
家
康
に
仕
え
、
伊
原
忠
次
の
配
下
と
し
て
代
官
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
定
政
は
忠
次

の
も
と
に
あ
っ
て
船
橋
大
神
宮
造
営
の
添
奉
行
な
ど
を
つ
と
め
て
活
躍
し
、
松
伏
領
大
川
戸
の
陣
屋
御
殿

を
家
康
か
ら
拝
領
し
て
い
る
。（「
杉
浦
家
由
緒
書
」）15

　

豊
臣
秀
吉
の
晩
年
、
長
男
を
関
東
の
地
に
送
っ
た
杉
浦
定
元
、
そ
の
理
由
は
不
明
確
で
あ
る
が
、
東
西

の
勢
力
に
挟
ま
れ
た
美
濃
の
地
の
領
主
と
し
て
壮
烈
な
死
を
遂
げ
た
と
さ
れ
る
一
方
、
家
の
存
続
を
図
っ
た

と
す
る
の
は
、
穿
っ
た
見
方
で
あ
ろ
う
か
、
何
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
、
東
西
に
展
開
し
た
両

勢
力
の
間
で
旗
色
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
美
濃
の
武
士
た
ち
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

結
語

　

関
ヶ
原
合
戦
の
前
夜
、
お
よ
そ
一
ヶ
月
に
わ
た
り
濃
尾
平
野
で
は
激
し
い
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

本
稿
で
は
そ
の
時
期
の
東
軍
先
遣
隊
の
主
将
福
島
正
則
の
動
静
を
通
じ
て
、
竹
ヶ
鼻
城
籠
城
戦
の
実
態
に

つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
わ
か
る
こ
と
と
し
て

　

１
竹
ヶ
鼻
城
の
戦
い
は
一
次
資
料
で
は
跡
付
け
ら
れ
ず
、
周
辺
資
料
を
探
っ
て
も
痕
跡
が
み
ら
れ
な
い
。

　
　

こ
の
戦
い
は
江
戸
時
代
『
慶
長
軍
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
軍
記
物
に
よ
っ
て
広
く
伝
え
ら
れ
た
。

　

２
竹
ヶ
鼻
城
の
戦
い
に
は
、
福
島
正
則
を
は
じ
め
と
し
た
東
軍
先
遣
隊
の
主
力
は
参
加
し
て
い
な
い
。

　
　

�

理
由
と
し
て
は
、
岐
阜
城
の
攻
略
が
最
優
先
で
あ
り
、
川
上
の
池
田
照
政
を
中
心
と
す
る
部
隊
が
岐

阜
に
迫
る
中
、
竹
ヶ
鼻
城
に
主
力
を
割
き
時
間
を
費
や
す
理
由
は
な
い
。

　

３�

実
際
の
竹
ヶ
鼻
城
の
戦
い
に
は
、
横
目
城
主
横
井
伊
織
介
時
泰
や
竹
ヶ
鼻
城
の
副
将
毛
利
広
次
が
主

力
と
な
り
「
検
士
」（
目
付
）
と
し
て
福
島
正
則
家
中
の
増
嶋
源
次
が
加
わ
っ
た
攻
撃
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

今
回
は
対
す
る
東
軍
先
遣
隊
の
美
濃
攻
略
に
つ
い
て
主
に
福
島
正
則
の
動
静
を
中
心
と
し
て
考
察
し
た
。

慶
長
五
年
八
月
東
西
両
勢
力
の
間
で
対
応
に
苦
慮
し
た
織
田
秀
信
は
、
結
局
西
軍
に
与
し
た
。
そ
の
た
め

美
濃
の
諸
将
の
大
半
は
西
軍
と
し
て
、
大
垣
城
、
竹
ヶ
鼻
城
、
岐
阜
城
、
犬
山
城
を
結
ぶ
木
曽
川
で
の
防

衛
線
を
引
く
こ
と
に
な
り
、対
立
の
最
前
線
に
立
つ
こ
と
と
な
る
。い
わ
ゆ
る
東
軍
の
西
上
に
対
し
て
、毛
利
・

石
田
ら
の
勢
力
は
西
国
を
中
心
と
し
て
多
方
面
展
開
を
図
っ
て
お
り
美
濃
に
兵
力
を
集
中
で
き
な
い
状
況

が
生
じ
て
い
た
。
西
軍
の
敗
北
は
、
東
軍
の
木
曽
川
渡
河
に
対
し
て
幅
広
く
防
衛
線
の
構
築
が
求
め
ら
れ

る
な
か
、
兵
力
が
結
集
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
結
末
で
あ
っ
た
。

　

当
県
で
は
二
〇
二
〇
年
十
月
に
岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
が
開
館
し
、
こ
の
時
代
の
展
示
・
調
査
研

究
等
が
よ
り
深
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
紹
介
し
た
毛
利
家
関
連
資
料
も
昨
二
四
年
秋
の
同
館
特
別
展
で
一

般
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
二
〇
二
四
年
八
月
に
各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
主
催
の
関
ヶ
原
の
戦
い
前
哨
戦
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
慶
長
五
年
八
月
の
美
濃
」18

が
開
催
さ
れ
、
筆
者
は
基
調
講
演
を
担
当
し
た
。
本
稿
は
そ
の
延
長

線
上
と
し
て
の
論
考
で
あ
る
。
そ
の
際
の
パ
ネ
ラ
ー
奥
村
和
磨
氏
、内
堀
信
雄
氏
、あ
わ
せ
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
た
長
谷
健
生
氏
、ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
山
本
浩
樹
氏
、中
川
創
喜
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

17

18

山田　昭彦
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［
補
注
］

　

１　

�

白
峰
旬
氏
は
、
石
田
三
成
・
毛
利
輝
元
を
中
心
と
す
る
「
公
儀
」
と
し
て
の
豊
臣
政
権
と
、
徳
川

家
康
の
戦
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
一
般
的
に
呼
ば
れ
る
、
東
軍
・
西
軍
の
呼
称
は
使
用
す
べ
き
で

な
い
と
さ
れ
る
（
同
『
新
「
関
ヶ
原
合
戦
」
論
』（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
一
一
年
））。
た
だ
、
こ

こ
で
は
、
両
軍
の
同
時
代
で
の
政
治
的
位
置
づ
け
を
問
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
一
般
に
知
ら
れ
る

呼
称
を
用
い
、
家
康
を
大
将
と
す
る
勢
力
を
東
軍
、
石
田
三
成
を
大
将
と
す
る
勢
力
を
西
軍
と
す

る
。

　

２　

�

先
行
研
究
と
し
て
、
山
本
浩
樹
「
関
ヶ
原
合
戦
と
尾
張
・
美
濃
」（
谷
口
央
編
『
関
ヶ
原
合
戦
の
深

層
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
四
）
が
あ
る
。

　

３　

慶
長
五
年
八
月
十
九
日
付
井
伊
直
政
・
本
多
忠
勝
宛
黒
田
長
政
・
徳
永
寿
昌
等
連
署
状

　

４　

慶
長
五
年
八
月
廿
三
日
付
伊
達
政
宗
宛
徳
川
家
康
書
状

　

５　

�

兵
力
数
に
つ
い
て
は
、白
峰
旬
『
新
解
釈
関
ヶ
原
合
戦
の
真
実
』（
宮
帯
出
版
社
・
二
〇
一
四
）
に
よ
っ

た
。

　

６　

慶
長
五
年
八
月
廿
二
日
付
本
多
正
信
等
宛
井
伊
直
政
書
状
写

　

７　

『
池
田
履
歴
略
記
』（
日
本
文
教
出
版
、
一
九
六
三
）

　

８　

『
慶
長
年
中
記
』
巻
一

　

９　

�

資
料
中
に
日
付
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
日
付
の
変
わ
り
目
を
正
子
（
子
の
正
刻
）
と
す
る
か
、
明

け
六
ツ
と
す
る
か
に
よ
っ
て
の
違
い
で
あ
ろ
う
か
、
後
考
と
し
た
い
。

　

10　

�「
生
駒
宗
直
物
語
」　

（
生
駒
陸
彦
・
松
浦
武
編
『
生
駒
家
戦
国
資
料
集　

尾
張
時
代
の
織
田
信
長
・

織
田
信
雄
父
子
を
支
え
た
一
家
』
一
九
九
三
）

　

11　

慶
長
五
年
八
月
廿
二
日
付
本
多
正
信
等
宛
井
伊
直
政
書
状
写

　

12　

�

中
村
孝
也
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』（
日
本
学
術
振
興
会
・
一
九
五
九
）、『
愛
知
県
史
』
資
料

編
13
織
豊
３
（
愛
知
県
・
二
〇
一
一
）
な
ど

　

13　

『
太
田
和
泉
守
記
』

　

14　

�「
関
ケ
原
合
戦
の
前
哨
戦
❘
美
濃
・
尾
張
の
攻
防
❘
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念

館
・
二
〇
二
四
）、
ま
た
同
種
の
資
料
が
『
羽
島
市
史
』
一
通
史
編
（
羽
島
市
・
一
九
六
四
）
に
収

載
さ
れ
て
い
る
。

　

15　

『
羽
島
市
史
』
史
料
編
上
（
羽
島
市
・
一
九
六
七
）

　

16　

岐
阜
県
所
在
資
料
目
録
第
56
号
花
村
武
史
家
文
書
目
録
（
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
・
二
〇
〇
七
）

　

17　

『
越
谷
市
史
』
一
通
史
編
上
（
越
谷
市
・
一
九
七
四
）

　

18　

�

関
ヶ
原
の
戦
い
前
哨
戦
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
慶
長
五
年
八
月
の
美
濃
」
リ
ー
フ
フ
レ
ッ
ト
（
各
務
原

市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
二
〇
二
四
）
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黒野城

岐阜城

犬山城
黒田城竹ヶ鼻城

松ノ木城今尾城

高須城

駒野城

津屋城

多良城

菩提山城

曽根城

大垣城
長松城

福束城

清須城

8/23 河渡の戦い

9/14 杭瀬川の戦い

8/17 
福束の戦い

8/19 南濃の戦い

9/15 金屋川原の戦い

8/16

8/22 米野・新加納の戦い

8/23 岐阜城の戦い

 竹ヶ鼻城の戦い

9/14
深夜 西軍関ケ原へ

9/15
午前3時 東軍関ケ原へ

敗走

敗走、大垣城へ
敗走、大垣城へ

起の渡し場

河田の
渡し場

敗走

8/22

8/22

8/10 石田三成
（大垣入城 仮本陣）

8/14 東軍諸将集結
8/19・20 軍議

8/24 東軍集結
9/14 徳川家康到着

赤坂

8/23

伊　　勢

尾

　
　
　張

美

　
　濃

根
尾
川

相川

牧田川

杭  

瀬  

川
水  
門  
川

揖
斐
川

長
良
川

木
曽
川

凡　　例

輪中
東軍
西軍

主要河川

西軍側城砦

東軍側城砦
西軍→東軍側城砦

東軍進撃路

西軍退路
西軍進撃路

新加納

米野

黒野城

岐阜城

犬山城
黒田城竹ヶ鼻城

松ノ木城今尾城

高須城

駒野城

津屋城

多良城

菩提山城

曽根城

大垣城
長松城

福束城

清須城

8/23 河渡の戦い

9/14 杭瀬川の戦い

8/17 
福束の戦い

8/19 南濃の戦い

9/15 金屋川原の戦い

8/16

8/22 米野・新加納の戦い

8/23 岐阜城の戦い

 竹ヶ鼻城の戦い

9/14
深夜 西軍関ケ原へ

9/15
午前3時 東軍関ケ原へ

敗走

敗走、大垣城へ
敗走、大垣城へ

起の渡し場

河田の
渡し場

敗走

8/22

8/22

8/10 石田三成
（大垣入城 仮本陣）

8/14 東軍諸将集結
8/19・20 軍議

8/24 東軍集結
9/14 徳川家康到着

赤坂

8/23

伊　　勢

尾

　
　
　張

美

　
　濃

根
尾
川

相川

牧田川

杭  

瀬  

川
水  
門  
川

揖
斐
川

長
良
川

木
曽
川

凡　　例

輪中
東軍
西軍

主要河川

西軍側城砦

東軍側城砦
西軍→東軍側城砦

東軍進撃路

西軍退路
西軍進撃路

新加納

米野

萩原の
渡し場

萩
原
川加賀野井城

濃州関ヶ原合戦（慶長５年８月～９月）
　　　　　　　（関ケ原町歴史民俗学習館提供の図を修正）

山田　昭彦
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